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クラウドサービス

• 従量制課金
• 自社管理
• 消費モデル

• クラウド管理
• セルフサービス

• ワークロード最適化
• が を管理
• クラウドネイティブ
セキュリティ

• 包括的な
クラウドサービス

• 高度な自動化

• マルチワークロード

•

• クラウドデータ管理
および保護

• ハイブリッド
プロビジョニング
および管理

インフラストラクチャ管理

年

年

年

年

HPE GreenLakeの進化

10年をかけて、
「支払い方の選択肢」 から
「オンプレミスのクラウドサービス」 に発展

年

年

* 制限事項が適用される場合があります



HPE GreenLake クラウドサービス

従量課金モデル から 「クラウドサービス」 へ
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設備
（ハードウェア）

コスト

機能
（ソフトウェア）

パブリッククラウド

サブスクリプション
OPEX / 月額課金

他社共用のハードウェア
コンプライアンス課題、突然のメンテナンス

マネージドサービス

AI / FaaS

IaaS / PaaS 機能
セルフサービス＆自動化

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト有料

一般的な
オンプレミス環境

一括払い / リース
CAPEX

自社専有型かつ
高信頼なハードウェア

お守りが必要

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト不要



HPE GreenLake クラウドサービス

従量課金モデル から 「クラウドサービス」 へ
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一般的な
オンプレミス環境

一括払い / リース
CAPEX

自社専有型かつ
高信頼なハードウェア

お守りが必要

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト不要

サブスクリプション
OPEX / 月額課金

自社専有型かつ
高信頼なハードウェア

お守りが必要

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト不要

パブリッククラウド

サブスクリプション
OPEX / 月額課金

他社共用のハードウェア
コンプライアンス課題、突然のメンテナンス

マネージドサービス

AI / FaaS

IaaS / PaaS 機能
セルフサービス＆自動化

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト有料



サブスクリプション
OPEX / 月額課金

自社専有型かつ
高信頼なハードウェア

お守りが必要

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト不要

一般的な
オンプレミス環境

一括払い / リース
CAPEX

自社専有型かつ
高信頼なハードウェア

お守りが必要

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト不要

パブリッククラウド

サブスクリプション
OPEX / 月額課金

他社共用のハードウェア
コンプライアンス課題、突然のメンテナンス

マネージドサービス

AI / FaaS

IaaS / PaaS 機能
セルフサービス＆自動化

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト有料

HPE GreenLake クラウドサービス

従量課金モデル から 「クラウドサービス」 へ
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* ご契約内容による

サブスクリプション
OPEX / 月額課金

自社専有型かつ
高信頼なハードウェア

お守りが必要

仮想化 / コンテナ

エグレスコスト不要

マネージドサービス*

IaaS / PaaS 機能*
セルフサービス＆自動化



クラウドサービス

パブリッククラウドでは難しかったシステムへ向けた
新しいプライベートクラウドサービス
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* 制限事項が適用される場合があります

特長① 好きな場所で利用できる
パブリッククラウドや一般のプライベートクラウドと異なり、HPE GreenLake は
お客様のサーバールームや契約中のデータセンターなど、任意の場所で利用可能です

特長② 自社専有のクラウドサービス
ストレージを含むすべての機器を他の契約者様と共用しない専有型のため、
情報保護はもちろん、保守のダウンタイムもお客様のご都合に合わせて調整可能です

サービスレベルアグリーメント (SLA) を設定できるものもございます

特長③ お客様の 「クラウドファースト」 戦略に対応
HPE GreenLake で提供されるプライベートクラウドサービスは、 
IT専門調査会社 IDC Japan の分類で 「クラウドファースト」 の対象1 とされています

英国では政府の標準クラウドに認定2、米国では3大クラウドに続く評価をいただきました3

https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=prJPJ49914322


プライベートクラウド
➢

➢

ハイブリッドクラウド
➢

➢

➢

➢

コネクティビティ
➢

データストレージ
➢

➢

個別要件に対してモジュール提供

• データ解析

• ビジネスアプリケーション

• コンテナ

• コアコンピュート

• データベース

• データ保護

• データストレージ

• エッジコンピュート

•

• ハイブリッドクラウド

• ハイパーコンバージド

•

• 仮想化

ハイブリッドクラウドサービス

➢

➢

➢

クラウドベース管理

➢

➢

➢

➢

➢
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HPE GreenLake の構成要素は 2 つ
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ハイブリッドクラウド運用のための
共通サービスと統一された管理ポータル

マルチクラウドに対応した
サービスの集合体とオファリング群



= HPE GreenLake の統合管理、共通サービス、アクセスポータル、API
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共通サービス

クラウドサービス

アクセスポータル

※短縮表記：
愛称



個別要件に対してモジュール提供

• データ解析

• ビジネスアプリケーション

• コンテナ

• コアコンピュート

• データベース

• データ保護

• データストレージ

• エッジコンピュート

•

• ハイブリッドクラウド

• ハイパーコンバージド

•

• 仮想化

ハイブリッドクラウドサービス

➢

➢

➢

クラウドベース管理

➢

➢

➢

➢

➢

プライベートクラウド
➢

➢

ハイブリッドクラウド
➢

➢

➢

➢

コネクティビティ
➢

データストレージ
➢

➢

= 実際のオファリングサービス



と の関係

個別要件に対してモジュール提供

• データ解析

• ビジネスアプリケーション

• コンテナ

• コアコンピュート

• データベース

• データ保護

• データストレージ

• エッジコンピュート

•

• ハイブリッドクラウド

• ハイパーコンバージド

•

• 仮想化

ハイブリッドクラウドサービス

➢

➢

➢

クラウドベース管理

➢

➢

➢

➢

➢

プライベートクラウド
➢

➢

ハイブリッドクラウド
➢

➢

➢

➢

コネクティビティ
➢

データストレージ
➢

➢

右記の両方
各種ツールへのアクセス手段
とアクセス権限の管理

利用状況と請求金額
の確認手段
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GLP の利用方法

1.  HPE.com にアクセス （インターネット）
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OR

https://common.cloud.hpe.com/


GLP の利用方法

2.  HPE アカウント or SSO でログイン

16

HPE アカウント
でログイン

企業 SSO

でログイン

多要素認証 （MFA） もサポート

• HPE IceWall

• Okta 

Verification

• Google 

Authenticator

• スマートカード

• 生体認証



GLP の利用方法

3.  GLP 画面 （ホーム）
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HPE SaaS

サービス （アプ
リ） へのリンク

2023年12月より UI を刷新

日本語化対応済み
GLPの設定管理

開発者ポータル
へのリンク

サポート問合せ

（Web フォーム）

✓ GLPのメイン

✓ この先は有償
（個々の契約が必要）



GLP の利用方法

4.  GLP 画面 （サービスカタログ）
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利用については
個々の契約が必要

※ 19 個の HPE SaaS サービスに対応 （2024年3月現在）



参考： GLP対応の主要サービス （Big 4）
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利用については
個々の契約が必要

サーバー製品の管理

ストレージ製品の管理

ネットワーク製品の管理

GreenLake 契約の管理



GLP の利用方法

5.  GLP画面 （設定管理の一部）
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IAM が中心
レポーティングや監査機能も

MSP事業者対応 New!

アクセス先サービス側の対応も必要



GLP の利用方法

6.  GLP画面 （ヘルプとサポート）
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HTML マニュアルを表示
（日本語）

サポート問合せフォーム
（無償）



SaaS 提供なので、続々と機能追加・強化されていきます
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HPE GreenLake Edge-to-Cloud Platform Release Notes

https://support.hpe.com/hpesc/public/docDisplay?docId=sd00002314en_us&page=GUID-6E70D79A-0B74-49E6-9AC6-093A1F77399C.html


ITインフラの SDGs を可視化する、GLP SaaS アプリケーション （無償*）
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CO2 排出量 電力消費量 電力コスト

HPE サーバー

HPE ストレージ

HPE Aruba

アクセスポイント

他社製ハードウェアにも対応
OpsRamp SaaSのご契約がある場合

* 監視対象の機器は COM/DSCC/Aruba Central/OpsRamp といった GLP SaaS アプリケーションで管理されている必要があります



AIOps による IT運用管理 SaaS サービス

HPE OpsRamp HPE GreenLake プラットフォームに統合予定
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データセンター

マルチクラウド

データ

イベント &

インシデント管理

AIOps 
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デジタル運用のためのハイブリッド・コマンド・センター

HPE OpsRamp

サービス拡張

ITアセット管理

インシデント解決

可用性

コストの節約

集中監視

ポリシーによる自動化

APIによるOpsRamp自動のコントロール

1

2

3



2,500 以上のインテグレーションをサポート
HPE OpsRamp

2626
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GLP が担うものは 「クラウドエクスペリエンス」
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GLP が担うものは 「クラウドエクスペリエンス」
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GLP が担うものは 「クラウドエクスペリエンス」
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コンピュートの管理 ストレージの管理

リソース監視

コンピュートの管理ストレージの管理

リソース監視



GLPのメリット -  ①パブリッククラウド との比較

コンセプトが一緒

統合ポータル
各サービス・管理ツールへのアクセスを統合 （窓口）

統合ポータルの利用だけなら無償

共通サービスを提供
IAM / SSO

監査ログ

レポーティング

サブスクリプション管理

など

インターネット上で、マネージド型で提供
いつでもどこからでもアクセスできる （VPN 不要）

ポータルの運用管理はクラウド事業者側で実施
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使い勝手も一緒

統合 ID によるログイン
ブラウザからアクセス

多要素認証 （MFA） や企業アカウントでのログイン

1回認証が通れば、他ツール利用時も再認証不要 （SSO）

使いたいサービスにすぐにアクセス
トップページに 「よく使うサービス」 をリンク

細かい権限管理
ロールベースアクセス制御 （RBAC）

よく似たクラウドエクスペリエンス （Look & Feel）
モダン UI （アイコン / タイル型）

ポータル上からそのままマニュアル閲覧、ケースオープン



GLPのメリット -  ②他社ハードウェアベンダーとの比較

ハードウェア管理ツールの SaaS 化
（COM, DSCC, Aruba Central）

多くのベンダーは、オンプレミス内に依然として
管理サーバーや管理コントローラーが必要
但し、InfoSight 相当の 「監視のみ SaaS」 なら他社にもある

SaaSのメリット
クラウドと同じ使い勝手

インターネットとブラウザさえあればどこでもアクセス可能

VPN 不要で、在宅勤務との親和性が高い

メーカー側でマネージド提供

常に最新の状態が維持されることで、セキュリティ対策や安定稼働に貢献

管理サーバーのお守り不要
（メンテナンス、バージョンアップ、バックアップなど）

32

統合プラットフォームによる差別化
（GLP）

パブリッククラウドのような使い勝手
例： インターネットポータルで 「ストレージ」 を選んだらストレージ管理

セキュアで高度ななログイン認証を提供
MFA： Okta、Authenticator、生体認証、スマートカード

SSO： AD/LDAPだけではなく、IdP/SAML に対応

HPE製品・サービスをより広くお使いいただける

例： GreenLake 既存ユーザーなら

GreenLake Central と同じポータルと ID でハードウェアも管理できる

例： ProLiant （COM） に加えて Alletra も

共通の ID, 共通の管理方法

宛先ホストなどのファイアウォール設定もそのまま利用可能 （例外ケースあり）

例： Aruba アクセスポイントに加えて、タワーサーバーも



GLPのメリット -  ③パートナー様にとって

ISV

自社の SaaS ソリューションを HPE GreenLake Marketplace に公開*

SIs

顧客 DC に入館せずとも、 SaaS から HPE機器の管理制御が可能

MSP （Managed Service Providers）

Aruba Centralに続き、各種サービスが MSP モードの対応を準備中

33* 所定の審査が必要になります



Thank you

34
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